
吉田町公告第１２号 

 

入 札 公 告 

 

下記の建設工事について、制限付き一般競争入札を行いますので、地方自治法施行令（昭和２

２年政令第１６号）第１６７条の６及び吉田町財務規則（昭和５０年吉田町規則第４号）第１８

８条の規定に基づき公告します。 

 

令和６年２月１９日 

 

吉田町長 田 村 典 彦    

 

記 

 

１ 入札執行者    吉田町長 田村典彦 

２ 担当       〒４２１－０３９５ 

静岡県榛原郡吉田町住吉８７番地 

吉田町建設課 

電話番号 ０５４８－３３－２１２４ 

３ 工事内容等 

⑴ 入札番号     第１号 

⑵ 工事名     令和６年度 道路維持補修工事 

⑶ 工事箇所    吉田町 全域 

⑷ 工事概要等   舗装工事 

            アスファルト舗装工、オーバーレイ工、アスファルトクラック補修工 

欠損部補修工、不陸整正、路盤工、区画線工、舗装版切断 

舗装版取壊し、コンクリート取壊し、残土処理､コンクリート人力打設 

型枠、道路付属施設工、側溝蓋、側溝清掃、交通誘導警備員、掘削工 

⑸ 工期      令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

４ 入札に参加する者に必要な資格に関する事項 

次に掲げる条件をすべて満たしていることについての確認を受けた者であること。 

⑴ 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者 

⑵ 吉田町において舗装工事について吉田町一般競争（指名競争）参加資格審査申請書の事務

取扱要領（平成１７年吉田町要領第１１号）に基づく申請書を提出して受理された者 

⑶ 入札参加資格確認申請書（以下「申請書」という。）及び入札参加資格確認資料（以下「資

料」という。）の提出期限の日から開札の時までの期間に、吉田町工事請負契約等に係る入札

参加停止等措置要綱に基づく入札参加停止を受けていない者 

⑷ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始の申立てがなされている

者（更生手続開始の決定を受けている者を除く。）又は民事再生法（平成１１年法律第２２５

号）に基づき再生手続開始の申立てがなされている者（再生手続開始の決定を受けている者

を除く。）でないもの 

⑸ 舗装工事に必要な資格を有する主任技術者を当該工事に配置できる者 

⑹ 建設業法（昭和２４年法律第１００号）第３条の規定に基づき舗装工事業に係る建設業の

許可を受けている者で、島田土木事務所管内に営業所を有するもの 

⑺ 舗装工事に係る建設業法第２７条の２９第１項の規定による総合評定値を有する者 

５ 入札参加資格等の確認等 

⑴ 本入札の参加希望者は、次により申請書及び資料を作成のうえ提出し、入札参加資格の確

認を受けなければならない。 

なお、期限までに申請書及び資料を提出しない者又は入札参加資格がないと認められた者

は、本入札に参加することができない。 



① 提出期間   令和６年２月２０日（火）から令和６年２月２９日（木）まで（土曜日、

日曜日及び祝日を除く。）の午前９時から午後５時まで。ただし、提出期

間の最終日は正午まで 

② 提出先    ２の担当 

  ③ その他    申込書及び資料は、各２部（正本１部、副本１部）を提出先に持参する

こととし、郵送又は電送によるものは受け付けない。 

⑵ 入札参加資格の確認は、原則として、申請書及び資料の提出期限の翌日をもって行うもの

とし、その結果は令和６年３月１１日（月）までに通知する。 

⑶ 申請書は、別記様式第３号の１により作成すること。 

⑷ 資料の作成 

資料は、次により作成すること。 

① 配置予定技術者等の資格 

４⑸に掲げる資格があることを的確に判断できる配置予定の技術者の資格を別記様式第

５号の１により記載すること。この場合、配置予定の技術者として複数の候補技術者を記

載することができる。また、同一の技術者を重複して複数工事の配置予定の技術者とする

場合において、他の工事を落札したことにより配置予定の技術者を配置することができな

くなったときは、競争参加資格の確認の申請をした者は、直ちに当該申請の取下げを行う

こと。他の工事を落札したことにより配置予定の技術者を配置できないにもかかわらず入

札した場合においては、吉田町工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱に基づく入

札参加停止を行う場合がある。 

○ 配置予定技術者の資格、雇用関係を証するものとして以下の書類を添付すること。 

・ 法令による免許については、免許を証する書面の写し 

また、配置予定技術者が営業所の専任技術者でないことを証する書類（建設業の許 

可申請書の別紙四の写し） 

・ 当該技術者との雇用関係を証する書面（健康保険被保険者証等）の写し 

② 許可等の状況 

建設業許可の状況及び営業所の状況並びに経営事項審査の結果を別記様式第６号の１に

より記載すること。 

③ 許可通知書の写し 

建設業法第３条に規定する許可の通知書の写し並びに受付印のある建設業の許可申請書

の様式第一号及び別紙二又は様式第二十二号の二の写し等、４⑹に掲げる資格があること

を証する書類を提出すること。 

④ 総合評定値通知書の写し 

建設業法第２７条の２９第１項に規定する総合評定値通知書の写しを提出すること。（審

査基準日が入札日より１年７か月以内のもの） 

⑸ その他 

① 申請書及び資料の作成及び申込みに係る費用は、提出者の負担とする。 

② 入札執行者は、提出された申請書及び資料を入札参加資格の確認以外に、提出者に無断

で使用しない。 

③ 提出期限後における申請書及び資料の差し替え及び再提出は認めない。 

④ 提出された申請書及び資料は、返却しない。 

⑤ 提出された申請書及び資料は、公表しない。 

⑥ 申請書及び資料に用いる言語は日本語とする。 

６ 設計図書等の配布等 

契約書案、契約約款、共通仕様書、特記仕様書、設計書、図面及び吉田町競争契約入札心得

（以下「設計図書等」という。）の配布等を次のとおり行う。 

⑴ 設計図書等のうち、特記仕様書、設計書及び図面（以下「配布資料」という。）を次のとお

り配布する。 

① 配布期日    令和６年３月１１日（月） 

② 配布方法    入札参加資格確認申請書を提出し、入札参加資格があると認めた者 



に郵送又は宅配の方法（着払い）で送付する。 

⑵ 配布資料以外の設計図書等については、事前に申込みを受けた場合に限り、郵送又は宅配

の方法（着払い）で送付する。 

① 申込期間    令和６年３月１１日（月）から令和６年３月１５日（金）までの午前

９時から午後５時まで 

② 申 込 先    ２の担当 

７ 設計図書等に対する質問 

⑴ 設計図書等に対する質問がある場合においては、次に従い書面（様式自由）により、提出

すること。 

① 受付期間    令和６年３月１２日（火）から令和６年３月１５日（金）までの午前

９時から午後５時まで 

② 受付場所    ２の担当 

③ そ の 他    書面は、２の担当に事前連絡のうえ、持参、郵送又は電送により提出

するものとする。 

⑵ ⑴の質問に対する回答書は、質問書を提出した者に対し、書面により回答するとともに次

のとおり縦覧に供する。 

① 縦覧期間    令和６年３月２１日（木）及び令和６年３月２２日（金）の午前９時

から午後５時まで 

② 縦覧場所    ２の担当 

８ 入札参加資格がないと認められた者に対する理由の説明 

⑴ 入札参加資格がないと認められた者は、入札執行者に対して入札参加資格がないと認めた

理由について説明を求めることができる。 

⑵ ⑴の説明を求める場合には令和６年３月１５日（金）までに書面（様式自由）を持参する

ことにより提出しなければならない。 

⑶ 入札執行者は、説明を求められたときは、令和６年３月１９日（火）までに説明を求めた

者に対し、書面により回答する。 

⑷ ⑵の書面の提出先は、２の担当とする。 

９ 入札執行の日時及び場所等 

⑴ 入札及び開札の日時 令和６年３月２５日（月）午前１０時から 

⑵ 入札及び開札の場所 榛原郡吉田町住吉８７番地 

吉田町役場 ２階町民ホール 

⑶ その他 

① 郵送又は電送による入札は認めない。 

② 代理人が入札する場合には、入札前に委任状を提出しなければならない。 

③ 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の１０に相当す

る額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨て

た金額）をもって落札価格とするので、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税

事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額を

入札書に記載すること。 

④ 入札執行回数は、２回を限度とする。 

⑤ 本入札に係る落札及び契約締結条件は、令和６年度の予算が成立した場合とする。 

⑥ 本入札に係る開札は、落札決定を保留した上で行うものであり、落札の決定及び契約の

締結日は、令和６年４月１日とする。ただし、４月１日までに令和６年度予算（暫定予算

を含む。）が成立しなかった場合の契約締結日は４月２日以降の予算が成立した日とする。 

⑦ 暫定予算になった場合には、予算措置が全額計上されているときは全額の契約とするが、

予算措置が全額計上されていないときは、全体の契約期間に対する暫定予算の期間分のみ

の契約とする。 

１０ 工事費内訳書 

⑴ 第１回の入札に際し、第１回の入札書に記載されている入札金額に対応した工事費内訳書

の提出を求める。 



⑵ 工事費内訳書は別記様式第１２号のとおりとする。 

⑶ 工事費内訳書は、入札書の添付書類とし、不備がある場合は入札を無効とする場合がある。 

１１ 開札 

開札は９に掲げる場所において、入札書提出後直ちに、入札者又はその代理人を立ち会わせ

て行う。 

１２ 入札の無効 

本公告に示した入札に参加する者に必要な資格のない者の行った入札、入札参加資格確認申

請書若しくは入札参加資格確認資料に虚偽の記載を行った者が行った入札又は吉田町競争契約

入札心得（以下「入札心得」という）において示した条件等入札に関する条件に違反した入札

は、無効とする。 

なお、入札時点において４に掲げる資格のない者のした入札は無効とする。 

１３ 落札者の決定方法 

  地方自治法第２３４条第３項及び地方自治法施行令第１６７条の１０第１項の規定により予 

 定価格の制限の範囲内で工種別の単位数量当たりの単価の合計金額が最低の価格をもって入札

を行った者を落札予定者とする。 

１４ 入札保証金及び契約保証金 

⑴ 入札保証金 免除 

⑵ 契約保証金 免除 

１５ 契約書の作成 

 契約の締結に当たっては、契約書を作成しなければならない。ただし、町議会の議決を必要

とする契約については、仮契約書を作成し、議会の議決を得た時に本契約が成立する。 

なお、契約金額は、工種別の単位数量当たりの単価の合計金額とし、工種別の契約単価の算

出は、次の算出方法による。 

 各工種別契約単価＝各工種別設計単価×請負比率 

 （請負比率＝落札額／工事価格（設計金額の税抜き）） 

１６ 支払条件 

毎月毎の出来高に基づいて支払うものとする。 

１７ 当該工事に直接関連する他の工事の請負契約を当該工事の請負契約の相手方との随意契約 

により締結する予定の有無 

無 

１８ 現場代理人の常駐義務の緩和 

  当初請負代金額が建設業法施行令第２７条第１項に規定する専任の主任技術者を必要とする

工事１件の金額未満の場合で、兼務工事件数及び地理的要件等を満たす場合は、現場代理人の

常駐義務緩和の対象工事となる。 

１９ その他 

⑴ 入札参加者は、入札心得及び契約書案を熟読し、入札心得を遵守すること。 

⑵ 契約手続きにおいて使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。 

⑶ 申請書又は資料に虚偽の記載をした場合においては、吉田町工事請負契約等に係る入札参

加停止等措置要綱に基づく入札参加停止措置を行うことがある。 

⑷ その他詳細不明の点については、２の担当へ照会すること。 



様式第３号の１（第８条関係） 

 

入札参加資格確認申請書 

 

年  月  日 

 

 

吉田町長          様 

 

 

住    所 

商号又は名称 

代表者氏名              印 

 

 

 

下記の工事に係る入札に参加する資格について、確認されたく、資料を添えて申請します。 

なお、地方自治法施行令第１６７条の４第１項の規定に該当する者でないこと及び添付資料の内

容については、事実と相違ないことを誓約します。 

また、この工事に係る設計業務等の受注者との関係において、応募要件に反しないことを合わせ

て誓約します。 

 

 

記 

 

 

１ 入札番号 第１号 

 

 

２ 工 事 名 令和６年度 道路維持補修工事 

 

 

３ 工事箇所 榛原郡吉田町 全域 



様式第５号の１（第８条関係） 

配置予定技術者等の資格・工事経験 

業者名           

氏名 

項目 
   

最 終 学 歴    

法 令 に よ る 免 許    

工

事

概

要 

工 事 名    

発 注 機 関 名    

工 事 箇 所    

契 約 金 額    

工 期 年  月  日～  年  月  日   

従 事 役 職    

CORINS登録番号    

工 事 内 容    

現 在 従 事 し て 

い る 工 事 名 等 
   

(注) 法令による免許については、免許を証する書面の写しを添付してください。 

ＣＯＲＩＮＳ登録済みの工事を除き、契約書の写しを添付してください。 

当該技術者との雇用関係を証する書面（健康保険被保険者証等）の写しを添付してください。 



様式第６号の１（第８条関係） 

許 可 等 の 状 況 

業者名           

項 目 内               容 

建設業法第３条に規定す

る 建 設 業 の 許 可 状 況 
（発注業種の許可状況  許可年月日・許可番号） 

島田土木事務所管内に 

あ る 営 業 所 等 の 状 況 

郵 便 番 号 

所 在 地 

営 業 所 の 名 称 

営 業 所 の 代 表 者 氏 名 

 

郵 便 番 号 

所 在 地 

営 業 所 の 名 称 

営 業 所 の 代 表 者 氏 名 

 

郵 便 番 号 

所 在 地 

営 業 所 の 名 称 

営 業 所 の 代 表 者 氏 名 

 

建 設 業 法 第 ２ ７ 条 の 

２ ３ に 規 定 す る 

経 営 事 項 審 査 の 結 果 

（発注業種  結果通知年月日・経営事項審査の総合評定値） 

(注１) 島田土木事務所管内に、建設業法第３条に規定する営業所があることを証明する書類（建設業の許可申請書（受付印のあるもの）の様式

第一号及び別紙二又は様式第二十二号の二の写し等）を添付してください。 

(注２) 建設業法第２７条の２９第１項の規定に基づく直近の総合評定値通知書の写しを添付してください。 



様式第１２号（第１７条関係） 

 

工 事 費 内 訳 書 

 

 

年  月  日 

 

 

 

住    所 

商号又は名称 

代表者氏名                

 

 

 

１ 入 札 番 号  第１号 

 

 

２ 工 事 名  令和６年度 道路維持補修工事 

 

 

３ 工 事 箇 所  榛原郡吉田町 全域 

 

 

４ 工事費内訳 

種目 規格 単位 金額 

アスファルト舗装工１ 
（車道・路肩）W=1.4ｍ未満 t=5 ㎝（人力） 

再生密粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工２ 
（車道・路肩）W=1.4ｍ未満 t=5 ㎝（人力） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工３ 
（歩道）W=1.4ｍ未満 t=3 ㎝（人力） 

再生密粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工４ 
（歩道）W=1.4ｍ未満 t=5 ㎝（人力） 

再生密粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工５ 
（歩道）W=1.4ｍ未満 t=3 ㎝（人力） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工６ 
（歩道）W=1.4ｍ未満 t=5 ㎝（人力） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工７ 
（車道・路肩）W=1.4ｍ以上 t=5 ㎝（機械） 

再生密粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工８ 
（車道・路肩）W=1.4ｍ以上 t=5 ㎝（機械） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工９ 
（歩道）W=1.4ｍ以上 t=3 ㎝（機械） 

再生密粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工１０ 
（歩道）W=1.4ｍ以上 t=5 ㎝（機械） 

再生密粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工１１ 
（歩道）W=1.4ｍ以上 t=3 ㎝（機械） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルト舗装工１２ 
（歩道）W=1.4ｍ以上 t=5 ㎝（機械） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

オーバーレイ工１ 
（車道・路肩）W=1.4ｍ未満 t=3 ㎝（人力） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

 



 

 

 

種目 規格 単位 金額 

オーバーレイ工２ 
（車道・路肩）W=1.4ｍ以上 t=3 ㎝（機械） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

オーバーレイ工３ 
（歩道）W=1.4ｍ未満 t=3 ㎝（人力） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

オーバーレイ工４ 
（歩道）W=1.4ｍ以上 t=3 ㎝（機械） 

再生細粒度アスコン(13) 
㎡ 円 

アスファルトクラック補修工 
加熱式 

W=1 ㎝ t=2 ㎝ 
ｍ 円 

欠損部補修工１ 
日施工量 5t 未満 

再生密粒度アスコン(13) 
ｔ 円 

欠損部補修工２ 
日施工量 5t 未満 

再生細粒度アスコン(13) 
ｔ 円 

不陸整正１ 
粒調砕石 t=5 ㎝ 

 
㎡ 円 

不陸整正２ 
路盤材無し 

 
㎡ 円 

路盤工１ 
車道 t=5 ㎝ 

 
㎡ 円 

路盤工２ 
車道 t=10 ㎝ 

 
㎡ 円 

路盤工３ 
歩道 t=5 ㎝ 

 
㎡ 円 

区画線工１ 
 実線 白 W=15 ㎝ 

 
ｍ 円 

区画線工２ 
 実線 白 W=45 ㎝ 

 
ｍ 円 

区画線工３ 
 破線 白 W=15 ㎝ 

 
ｍ 円 

区画線工４ 
 破線 白 W=45 ㎝ 

 
ｍ 円 

区画線工５ 
 矢印・記号・文字 W=15cm換算 

 
ｍ 円 

舗装版切断 
アスファルト舗装版厚 15 ㎝以下 

 
ｍ 円 

舗装版取壊し 
アスファルト舗装版厚 5 ㎝以下 

 
㎡ 円 

コンクリート取壊し１ 
無筋 人力施工 

 
㎥ 円 

コンクリート取壊し２ 
有筋 人力施工 

 
㎥ 円 

残土処理 
運搬距離 L=5.5 ㎞以下 

 
㎥ 円 

コンクリート人力打設１ 
無筋・鉄筋構造物 

 
㎥ 円 

コンクリート人力打設２ 
小型構造物 

 
㎥ 円 

型枠１ 
無筋・鉄筋構造物 

 
㎡ 円 



 

種目 規格 単位 金額 

型枠２ 
小型構造物 

 
㎡ 円 

道路付属物施設工 
車線分離標 H=800 

 
本 円 

側溝蓋 
手間のみ 

 
枚 円 

側溝清掃１ 
無蓋（人力） 

 
ｍ 円 

側溝清掃２ 
有蓋 コンクリート蓋（人力） 

 
ｍ 円 

側溝清掃３ 
有蓋 鋼蓋（人力） 

 
ｍ 円 

交通誘導警備員 
 

 
人日 円 

現場補助工 
現場補助労務 

 
人日 円 

ダンプトラック運転 
2ｔ級 

 
時間 円 

小型バックホウ運転 
山積み 0.13ｍ³（平積 0.10ｍ³） 

 
日 円 

掘削工１ 小規模 土砂 標準 ㎥ 円 

掘削工２ 小規模 土砂 標準以外 ㎥ 円 

掘削工３ 現場制約有 土砂 ㎥ 円 

工事価格計 円 

※ 設計書の本工事費内訳書に対応した内訳を記載すること。 


